
 　　　　　　　　　　　　未来の子供達が安心して住める地球環境を日本から世界へ   

 　　　　　　　　　　　　　還 元 型 重 防 錆 防 食 塗 付 剤

   　　　　 　 CRⅡ エポ
          　弱溶剤還元型二液性エポキシ系樹脂重防錆防食兼用下塗り塗料

 CR30の防錆・防食機能を保持し、施工時の弱点であった「垂と硬化速度」を改善して、施工性の

向上を可能にした「弱溶剤型エポキシ系防錆防食下地塗料」です。

 又、上塗りには、弱溶剤型フッ素上塗り、無機質系セラ上塗り、ウレタン上塗り等が用途目的に

応じて選択頂けます。

特　徴
   ● 錆びる原因物質の酸素を還元し、化学的に安定したマグネタイト被膜を形成して

     重防錆の機能を発揮致します。

   ● アルミ顔料の塗膜内配向により極めて高い環境遮断性を示し、超⾧期に渡って塗膜下の

     鋼材を保護する。

   ● 鉄鋼のみならず、亜鉛メッキ鋼をはじめ、種々非鉄金属面（SUS、アルミ等）に対し

     て優れた付着力を有する。

   ● 優れた浸透性・付着性・防錆性を発揮し、ケレン作業の簡素化に依って粉塵の飛散

     を大幅に減少して作業環境を改善致します。

   ● 弱溶剤型塗料でありながら速乾性に優れている為、特に低温環境下に於ける施工効

     率向上に寄与できる。

   ● 弱溶剤型塗料であるので臭気等も少なく、作業環境改善が出来ます。

   作業性の向上

   ● ケレン作業は３種ケレン程度（浮き錆、劣化塗膜、油分、水分、ほこり等は十分に除去）

     で作業の軽減化に寄与致します。

   ● 塗装作業工程の削減が出来て、工期短縮、人件費削減に貢献可能に成りました。

用　途
   ● 橋梁、海洋鋼構造物等の重防食。

   ● 電力、石油、化学、ガス等の各種プラントの鋼構造物の重防食。

   ● 工場、体育館、物流センター等の金属屋根の重防食。



　CRⅡエポ　標準塗装仕様

使用上の注意
   ● 旧塗膜上に塗付する場合は３種ケレンをして下さい。

     又、旧塗膜が油性の場合は１年以上経過している場合のみ使用可。

   ● 本塗料同志の塗り重ね可能は最⾧20日以内です。

   ● 希釈には、必ず「塗料用シンナー、又は塗料用シンナーA」をご使用下さい。

   ● ご使用前にSDS及び容器の注意書きをよく読んで取り扱って下さい。

施工時の注意
   ● 被塗面の油分、湿気、ほこり、水分、塩分、金属酸化物、その他の有害な付着物は除去

     し、旧塗膜上に固着した粉状異物は十分除去して下さい。

   ● 低温環境下に於いては、被塗面に結露・氷結を生じやすく、塗膜の付着性が損なわれる

     原因に成るので要注意。

   ● 厚膜塗装時（120μｍ）に於いては、過度な希釈や塗伸ばしを避け、適宜ウエット膜厚

     を確認しながら塗装をして下さい。

   ● 低温時期には主剤粘度が高くなる。開缶前に振倒する事で塗料が流動し、取り扱いやすく

     成ります。

   ● 主剤と硬化剤の混合比率は「主剤1㎏に対して硬化剤を111g」の割合で十分攪拌して下

     さい。混合の割合を間違えた場合、塗膜性能の低下や成膜不良を生じます。

   ● 施工時にご不明な点がありましたら「090－8889－5825 安田」迄お問合せ下さい。

                                 

                                    〒547-0044  大阪市平野区平野本町1丁目3番11号

                             TEL・FAX 06－6718－5959

工 程 処理又は塗料名 標準塗付量 標準膜厚 塗装間隔

素 地 調 整

防 錆 下 地 CRⅡエポ 360ｇ／㎡  120μｍ ７日以内

上 塗 り

浮き錆、劣化塗膜、油分、水分、ほこり等は十分に除去

用途目的により選定（セラ上塗り、フッ素樹脂上塗り、ウレタン上塗り等々） 


